
橋
本
昌
　
茨
城
県
知
事
語
る

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
、
県
内
の
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
き
て
い
る
。
国
や
茨
城
県

に
よ
る
本
格
的
な
復
旧
工
事
も
始
ま
り
、
地
震
や
津
波
に
対
す
る
危
機
管
理
体
制
の
強
化
も
始
ま
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、
電
力
供
給
、
原
子
力
災
害
、
円
高
な
ど
、
懸
念
材
料
も
多
い
。
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

柳
生
修
会
長

コ
ロ
ナ
電
気
社
長

と
日
刊
工
業
新
聞
社
茨
城
支
局
で
は
、
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
を
は
じ
め
、
県
幹
部
、
県

内
６
金
融
機
関
な
ど
に
２
０
１
２
年
度
の
重
要
施
策
や
中
小
企
業
支
援
策
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
で
も
元
気
な
企
業
で
あ
り
続
け
る
秘
訣
を
探
る
、
５
月

日
開
催
の
経
済
講
演
会
の
様
子
も

ひ
け
つ

盛
り
込
み
、
茨
城
県
特
集
と
し
て
８
ペ
ー
ジ

面
―

面

に
わ
た
り
紹
介
す
る
。

科
学
技
術
で
持
続
的
発
展

明日への挑戦茨城県産業

ＩＮＤＥＸ
◇
県
幹
部
・
県
関
連
団
体
幹
部
の
意
気
込
み
　

　
・

◇
経
済
講
演
会
　

　
・

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
勝
ち
抜
く
―
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
の
挑
戦
」

◇
震
災
を
乗
り
越
え
て
―
こ
の
一
年
の
歩
み
　

　

◇
企
業
立
地
、
環
境
整
え
巻
き
返
し
　

　

◇
茨
城
県
の
金
融
機
関
ト
ッ
プ
が
語
る
　

　

■
震
災
か
ら
１
年
以
上

経
過
し
た
県
内
の
産
業

経
済
に
つ
い
て
の
認
識

は■

年
度
の
県
の
中
小

企
業
向
け
復
興
支
援
策

は

■
中
小
企
業
向
け
技
術

強
化
支
援
策
は
ど
の
よ

う
に
進
め
ま
す
か

■

年
末
認
定
の
「
つ

く
ば
国
際
戦
略
特
区
」

の
今
後
の
展
開
は

■
原
発
事
故
に
端
を
発

す
る
、
今
後
の
県
内
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は

■
県
内
工
業
団
地
へ
企

業
立
地
を
ど
う
推
進
し

ま
す
か

■
Ｌ
Ｃ
Ｃ

格
安
航
空

会
社

対
応
の
茨
城
空

港
の
今
後
の
展
開
は

■
観
光
業
を
中
心
と
し

た
風
評
被
害
対
策
に
つ

い
て
は

■
県
内
外
企
業
に
向
け

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

■
科
学
技
術
者
を
ど
う

育
成
し
て
い
き
ま
す
か

▲
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
は
今
年

２
月
、圏
央
道
近
く
に
新
工

場
を
着
工
し
た

　　　　　　
県
内
企
業
の
復
興
状
況
に

つ
い
て
見
て
み
る
と
、
製
造

業
は
震
災
直
後
、
生
産
設
備

の
損
傷
な
ど
に
よ
り
、
生
産

に
支
障
を
き
た
し
た
企
業
も

あ
っ
た
が
、
比
較
的
早
期
に

震
災
前
の
水
準
ま
で
生
産
を

戻
し
て
お
り
、
震
災
の
影
響

は
薄
れ
つ
つ
あ
る
。
わ
が
国

の
経
済
を
見
て
み
る
と
、
長

引
く
デ
フ
レ
や
円
高
の
影

響
、
原
子
力
災
害
の
影
響
も

あ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
電
気
料
金
の

値
上
げ
や
電
力
供
給
の
制
約

は
、
企
業
活
動
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
業

な
ど
観
光
関
連
産
業
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
１
年
の
夏
の

海
水
浴
客
が
前
年
比

％
減

に
な
る
な
ど
深
刻
な
影
響
を

受
け
た
。
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
の
入
り
込
み
客

数
を
見
る
と
回
復
傾
向
に
は

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
夏
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
海

水
浴
客
の
回
復
が
風
評
被
害

払
拭
の
カ
ギ
と
な
る
。

ふ
っ
し
ょ
く

　　　　　
中
小
企
業
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
の
施
設
・
設
備
に
対
す
る

復
旧
支
援
の
ほ
か
、
東
日
本

大
震
災
復
興
緊
急
融
資
お
よ

び
利
子
補
給
な
ど
に
よ
る
支

援
や
、
中
小
企
業
な
ど
が
抱

え
る
「
二
重
債
務
問
題
」
へ

の
対
応
な
ど
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
雇
用
対
策
と
し
て
は
、
引

き
続
き
「
大
卒
等
就
職
面
接

会
」
や
雇
用
創
出
等
基
金
を

活
用
し
た
「
大
卒
等
未
就
職

者
人
材
育
成
事
業
」
な
ど
に

よ
り
若
年
者
の
就
職
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
域

に
お
い
て
安
定
的
な
雇
用
を

創
出
す
る
た
め
、
被
災
地
域

の
事
業
者
が
被
災
求
職
者
を

雇
用
す
る
際
に
、
経
費
の
一

部
を
補
助
す
る
「
事
業
復
興

型
雇
用
創
出
事
業
」
を
実
施

し
、
被
災
者
の
雇
用
機
会
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　　　　　　
県
内
中
小
企
業
が
、
大
手

企
業
な
ど
が
要
求
す
る
品
質

や
コ
ス
ト
な
ど
の
水
準
を
満

た
し
、
取
引
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
技
術

開
発
や
生
産
技
術
等
の
専
門

家
を
企
業
の
生
産
現
場
に
派

遣
し
、
助
言
・
指
導
を
行

う
。
特
に
日
野
自
動
車
古
河

工
場
が
５
月
に
操
業
す
る
な

ど
、
県
内
中
小
企
業
が
自
動

車
関
連
産
業
へ
参
入
す
る
絶

好
の
機
会
で
あ
る
の
で
、
参

入
を
希
望
す
る
中
小
企
業
に

対
し
て
は
、
自
動
車
産
業
専

門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
り
、
生
産
技
術
に
関
す
る

支
援
を
行
う
。

　
ま
た
、
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
は
、
企
業
か
ら

の
技
術
相
談
を
は
じ
め
、
製

品
・
材
料
な
ど
の
性
能
検
査

や
評
価
、
新
技
術
の
実
用
化

や
新
製
品
の
開
発
の
た
め
の

共
同
・
受
託
研
究
、
所
有
す

る
分
析
機
器
の
開
放
を
実
施

す
る
な
ど
、
企
業
の
技
術
的

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
う
。

　　　　　　
わ
が
国
は
今
、
急
速
な
少

子
高
齢
化
の
進
展
や
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

見
直
し
な
ど
、
困
難
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
。

　
資
源
の
乏
し
い
わ
が
国

が
、
こ
れ
ら
直
面
す
る
困
難

な
課
題
を
解
決
し
、
社
会
経

済
の
持
続
的
な
発
展
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
カ
ギ
と
な
る

の
は
科
学
技
術
で
あ
り
、
つ

く
ば
や
東
海
の
知
的
集
積
を

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
わ
が
国
の
成
長
・

発
展
を
け
ん
引
し
、
わ
が
国

が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

す
。

　
こ
の
た
め
、
つ
く
ば
国
際

戦
略
総
合
特
区
に
お
い
て

は
、
総
合
特
区
制
度
で
講
じ

ら
れ
て
い
る
規
制
・
税
制
上

の
特
例
措
置
や
金
融
・
財
政

上
の
支
援
措
置
を
効
果
的
に

活
用
し
、
「
つ
く
ば
を
変
え

る
新
し
い
産
学
官
連
携
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」
を
図
る
と
と

も
に
、
今
後
、
わ
が
国
の
成

長
を
け
ん
引
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
分
野
、
グ
リ
ー
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
分
野
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
５
年
以
内
に
目
に
見
え

る
成
果
を
生
み
出
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
。

　
具
体
的
に
は
、
ラ
イ
フ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
分
野
は
、
陽

子
線
・
重
粒
子
線
に
続
く

「
次
世
代
が
ん
治
療

Ｂ
Ｎ

Ｃ
Ｔ

の
開
発
実
用
化
」

と
、
医
療
・
介
護
等
の
分
野

で
活
用
が
期
待
さ
れ
る
「
生

活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用

化
」
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

分
野
は
、
石
油
代
替
燃
料
と

し
て
期
待
さ
れ
る
「
藻
類
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実

用
化
」
と
、
画
期
的
な
省
エ

ネ
機
器
な
ど
の
開
発
で
低
炭

素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

「
Ｔ
Ｉ
Ａ
―
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
世
界

的
ナ
ノ
テ
ク
拠
点
の
形
成
」

と
い
っ
た
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
す
る
と
と
も
に

今
後
５
年
間
で
五
つ
以
上
の

新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生

み
出
し
、
新
事
業
、
新
産
業

の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　　　　　
工
学
部
の
志
願
者
数
や
、

原
子
力
技
術
者
の
減
少
な
ど

理
数
志
向
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
が
、例
え
ば
、原
発

の
安
全
を
維
持
す
る
と
い
う

意
味
で
も
、
研
究
者
・
技
術

者
の
育
成
は
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
理
数

教
育
に
重
点
を
置
い
た
中
等

教
育
学
校
・
併
設
型
中
高
一

貫
教
育
校
や
医
学
・
難
関
理

工
系
進
学
コ
ー
ス
の
設
置
、

大
学
研
究
機
関
な
ど
が
集
積

す
る
好
環
境
を
生
か
し
た
科

学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
県
開

催
の
支
援
や
、
最
先
端
の
科

学
技
術
に
気
軽
に
触
れ
ら
れ

る
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア

ー
の
推
進
な
ど
に
加
え
、
新

た
に
、
理
科
教
育
の
充
実
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
科
学
技
術
創
造
立
国
日

本
を
担
う
研
究
者
、
技
術
者

を
育
成
し
て
い
く
。

　　　　　　
現
在
、
国
で
は
、

年
の

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
見

直
し
に
向
け
た
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
原
子
力
を
基
幹
と
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
根
本
的
に

見
直
す
場
合
、
今
後
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

に
つ
い
て
は
、
当
面
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
削
減
に
努
め

つ
つ
、
発
電
コ
ス
ト
や
環
境

面
で
優
位
な
天
然
ガ
ス
を
中

心
に
対
応
し
、
将
来
的
に

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
拡
大
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
が
現
実
的
で
あ
る
。

　
な
お
、
政
策
の
見
直
し
に

あ
た
っ
て
は
、
発
電
コ
ス
ト

の
上
昇
が
暮
ら
し
や
産
業
活

動
に
与
え
る
影
響
を
含
め

て
、
国
民
に
わ
か
り
や
す
い

形
で
選
択
肢
を
提
示
し
、
国

民
的
な
合
意
を
形
成
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
茨
城
県
内
の
状
況
を
見
る

と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
が
進
ん
で
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

年
７

月
か
ら
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度

の
施
行
を
に
ら
み
、
民
間
事

業
者
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
大

型
風
力
発
電
施
設
の
整
備
に

向
け
た
動
き
を
活
発
化
さ
せ

て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
県
と
し
て

は
、

年
度
に
設
置
し
た

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
室
」

に
お
い
て
、
県
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
施
策
に
関
す
る
総
合
調
整

を
図
る
と
と
も
に
、
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
を

踏
ま
え
た
県
の
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に

向
け
た
対
策
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　　　　　
企
業
立
地
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
震
災
以
降
、
原
発
事

故
の
風
評
被
害
や
長
引
く
円

高
、
電
力
料
金
の
値
上
げ
な

ど
い
ま
だ
厳
し
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
茨
城
県
に
お
い
て

は
、
５
月
７
日
に
、
日
野
自

動
車
の
古
河
工
場
内
の
Ｋ
Ｄ

工
場
が
稼
働
し
た
ほ
か
、
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
建
設
機

械
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
コ
マ
ツ

や
日
立
建
機
が
事
業
拡
大
の

た
め
、
追
加
の
用
地
取
得
を

決
め
る
な
ど
、
明
る
い
動
き

も
出
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、

年
度

の
企
業
誘
致
に
当
た
っ
て

は
、
原
子
力
事
故
の
風
評
被

害
払
拭
の
た
め
に
、
国
に
強

く
要
望
し
創
設
さ
れ
た
「
原

子
力
災
害
周
辺
地
域
産
業
復

興
企
業
立
地
補
助
金
」
や
、

沿
岸
部
の

市
町
村
と
共
同

で
認
定
を
受
け
た
「
茨
城
産

業
再
生
特
区
計
画
」
に
よ
る

税
の
特
例
措
置
な
ど
の
新
た

な
優
遇
制
度
を
最
大
限
に
活

用
し
、
立
地
を
進
め
て
い

く
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
優
遇

制
度
に
加
え
、
全
線
開
通
し

た
北
関
東
自
動
車
道
や
、
整

備
が
進
む
首
都
圏
中
央
連
絡

自
動
車
道

圏
央
道

、
こ

れ
ら
と
の
直
結
に
よ
り
さ
ら

に
利
便
性
が
高
ま
る
茨
城
港

な
ど
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
、
首
都
圏
と
の
近

接
性
、
多
様
な
工
業
団
地
な

ど
、
震
災
後
も
変
わ
ら
な
い

本
県
の
立
地
優
位
性
な
ど
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
企
業
誘

致
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
茨
城
県
産
業
の
活
性
化

を
図
る
。

　　　　　　
茨
城
空
港
は
、
日
本
で
初

め
て
海
外
か
ら
も
認
め
ら
れ

た
「
ロ
ー
コ
ス
ト
エ
ア
ポ
ー

ト
」
。
航
空
会
社
の
運
航
コ

ス
ト
に
配
慮
し
た
空
港
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
東
京
へ
の

安
価
な
直
行
バ
ス
、
１
０
０

０
円
レ
ン
タ
カ
ー
、
何
日
利

用
し
て
も
無
料
の
駐
車
場
な

ど
を
提
供
し
、
気
軽
に
利
用

で
き
る
空
港
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
。
開
港
以
来
着
実
に

路
線
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き

て
お
り
、
今
後
と
も
、
こ
う

し
た
茨
城
空
港
の
特
長
を
粘

り
強
く
Ｐ
Ｒ
し
、
北
関
東
地

域
の
需
要
を
し
っ
か
り
と
担

い
つ
つ
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
も
対
応

し
た
首
都
圏
の
空
港
と
し

て
、
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
。

　　　　　　
県
で
は
「
元
気
い
ば
ら
き

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
、
部
局
間
や

市
町
村
と
の
連
携
を
強
化

し
、
風
評
の
払
拭
を
目
指

す
。
ま
た
、
東
京
・
銀
座
の

黄
門
マ
ル
シ
ェ
や
Ｊ
Ｒ
山
手

線
な
ど
の
車
内
映
像
装
置
に

よ
る
観
光
Ｃ
Ｍ
放
映
な
ど
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
を
引
き
続
き
行

う
。

　
特
に
夏
の
観
光
誘
客
に
向

け
た
対
策
は
重
要
で
あ
る
の

で
、
海
水
浴
を
目
的
と
し
た

団
体
に
も
無
償
で
バ
ス
を
提

供
す
る
ほ
か
、
７
月
７
日
、

８
日
に
は
大
洗
町
に
お
い
て

グ
ル
メ
屋
台
村
の
開
設
と
サ

ー
フ
ィ
ン
大
会
を
併
せ
た
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
。

　　　　　
茨
城
県
は
、
北
関
東
自
動

車
道
や
茨
城
空
港
な
ど
、
陸

・
海
・
空
の
広
域
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

が
充
実
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に

加
え
て
、
大
強
度
陽
子
加
速

器
施
設

Ｊ
―
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
機
関
が
集
積
し
て
お
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
に
打
ち

勝
つ
た
め
の
企
業
環
境
が
整

い
つ
つ
あ
る
。

　
県
外
企
業
の
方
々
に
は
、

茨
城
県
の
持
つ
発
展
可
能
性

を
認
識
し
て
い
た
だ
い
て
、

ぜ
ひ
茨
城
県
へ
の
立
地
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
県
内
企
業
の
方
々
は
、
厳

し
い
経
済
状
況
の
下
で
苦
労

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
県

や
国
な
ど
で
実
施
す
る
金
融

面
、
経
営
面
な
ど
の
支
援
策

を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
、
力
強
く
活
動
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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